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サラウンド：3チャネル以上を用いた記録再生方式のこと．テレビなどの音声再生には，
スピーカが一つのモノラル再生（1ch），スピーカが二つのステレオ再生（2ch）が一般的．3
つ以上のスピーカ（2.1ch以上）を用いた再生はサラウンドと呼ばれる．

▶2チャネル・ステレオのストリームを2本使用した例
　場合によっては，2チャネル・ステレオのストリー
ムを2本使用し，2カ国語をそれぞれステレオで放送
したり，2カ国語以上の多言語放送が行われたりする
場合もあります．また，例えばスポーツ中継などでは，
通常の実況解説入り音声とは別に，野球場の環境音だ
けが別音声としてそれぞれステレオで放送される場合
もあります．
▶4，5，5.1チャネルの構成
　2チャネル以上のマルチチャネル・ステレオには，
基本的に4，5，5.1チャネルの三つのモードが規定さ
れています．4チャネルはフロント左右とセンタにリ
ア1チャネルを加えたもの，5チャネルはフロント左
右とセンタにリア左右を加えたもの，5.1チャネルは
フロント左右とセンタ，リア左右に重低音用の1チャ
ネル（無指向性）を加えたものとなっています．
　通常テレビ本体には基本的に左右2チャネルのステ
レオ・スピーカしか付いていません．5.1チャネルな
どのマルチチャネル・ステレオ放送を受信した場合は
どうしているのでしょうか．この場合はテレビ内部の
音声デコーダにて，デコードされた5.1チャネルの音
声を2チャネル・ステレオに変換する処理（ダウンミ
ックス）が行われています．この場合，疑似的なサラ
ウンド効果が必ずしも得られるわけではなく，すべて
のチャネルの音声が，なるべく同等の音量になるよう
にステレオにミックスされます．
　なお，デジタル・テレビには必ずデジタル音声出力
端子が付いています． 〈平間 郁朗〉
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● アナログ放送で伝送できたのは2チャネルのみ
　日本のアナログ放送では音声多重放送が行われてい
ました．2カ国語放送や，ステレオ放送，副音声放送
などです．例えば映画放送は多くの場合2カ国語で行
われていましたが，日本語に1チャネル，外国語にも
う1チャネル使用しますので，日本語で視聴する場合
はモノラル音声として聞いていたことになります．一
方で2カ国語や副音声が必要ない番組では，ステレオ
放送されている場合がありました．いずれにしろアナ
ログ放送で伝送できたのは2チャネルのみです．

● デジタルでは1番組あたり8本の音声ストリーム
を送れる
　デジタル放送では，音声信号も圧縮されたデジタル
信号（MPEG2－AAC LCプロファイル）で送られてき
ます．規格上，音声ストリームは1番組あたり8本ま
で伝送できることになっており，1音声ストリームあ
たり5.1チャネルのサラウンド・ステレオにすること
が可能など，アナログ放送とは比べものにならないく
らいに仕様が拡張されています．実際には伝送帯域の
関係で，すべての音声トラックがフルに使われること
はまれです．

● デジタル放送の音声規格の詳細
　表1にデジタル放送の基本的な音声規格とアナログ
放送の音声規格との簡単な比較を示します．この規格
の範囲内で放送局と番組内容によって，送られてくる
音声モードも多様化しています．2チャネル・ステレ
オやデュアル・モノラル（日本語モノラルと外国語モ
ノラルの2カ国語放送など）はもちろん，新たにマル
チステレオ（4，5または5.1チャネル）での放送が一般
的に行われるようになりました．

項　目 デジタル放送 アナログ放送
伝送方式 MPEG2－AAC LCプロファイル，OFDM/QAM変調 NTSC，FM－FM変調
サンプリング周波数［kHz］ 48，44.1，32，24，22.05，16 －
量子化ビット数 16 －
チャネル数 6 2
ストリーム数［本］ 8 1

音声モード
モノラル，2チャネル・ステレオ，二重音声（デュア
ル・モノ）
マルチチャネル・ステレオ（4，5，5.1チャネル）

モノラル，ステレオ，
二重音声

表1　デジタル放送とアナ
ログ放送の音声仕様

第 章4 デジタル放送の音声処理技術 Q＆A
～マルチチャネルの立体音場再生も可能になった～

放送のデジタル化によってテレビの音声再生の表現力が上がったそ
うですが，具体的にどういうことですか？35


